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風雅の道を自ら歩んできた芭蕉は古典を変容し、俗物の意趣を悟り得、独自の感覚をも
って俳諧を高度の世界と昇華させた。日本古典文学の一環としての俳諧、なかんずく芭蕉
発句を翻訳する意味はどこにあるのか、どのようにすればその意趣境地を最大限に再現で
きるのかが一つ大きな課題である。本論では、芭蕉発句の特徴、オリジナルさを追及しな
がら芭蕉発句の中国語への翻訳方法について検討してきた。 
十九世紀末から中国の知識人は明治維新が果たした成果に目を向けるようになり、日本の
書物、日本語訳の西洋書物などを盛んに翻訳し始めた。その中で、周作人（魯迅の弟）を
始め、日本詩歌も少し中国語に訳した。本論では、一九一六年六月『若社叢刊』三号に発
表された周作人の「日本之俳句」という文を始め、時代順に芭蕉発句翻訳論著を分析した。
特に一九八〇年以降に代表的な発句翻訳者の実作を検討し、従来の翻訳作品の優れたとこ
ろと足りないところについても検討した。 
また、芭蕉発句における音声美について検討した。「五七五」というリズムと四言詩の拍
リズムの類似性、芭蕉句中における母音の重なりや相通、連声などの美しさ、さらに繰り
返し表現による音声の響などに関する検討を通し、翻訳する際、発句のリズムや音声美を
どのように再現すればいいのかについて考察した。朗詠する和歌や漢詩とは違い、発句は
基本的に声を出して朗誦する文芸ではないと考えられるが、「あさよさを誰まつしまぞ片
ごころ」（『桃舐集』元禄二年）という句のように、上中下冒頭仮名の母音と末尾仮名の母
音が全部揃えているため、芭蕉が一句を詠んだ際に音の美を考えていないとは想像しにく
い。しかし、日本語の母音は五つしかないため、重なることが多いと思われる。それゆえ、
芭蕉は意識的にこのように音声を考慮に入れながら句を詠んだわけではなく、母音の重な
りが多く見られるのは、むしろ詩人としての、更に言えば芭蕉としての音声感覚の顕在化
であるのではないかと考える。翻訳に至って、特に詩というリズム感が大いに求められる
文学を翻訳する際、音韻のことを念頭に入れなければならないと考えられる。 
そして、和歌の上の句は下の句の七七を予想し、それを引き出し、もしくはそれに流れ
てゆく趣がある。それに対し、五七五という形で詠まれた発句というのはその表現の流れ
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を切断するもの、即ち切れ字を用いるものである。しかし、流れが軽く切断されることに
よって、十七文字で表現する空間がかなり広げられる。芭蕉の発句に多く用いられた「か
な」、「や」、「体言止め」など詠嘆のニュアンスを持つ言葉は音声上にしても、意味上にし
ても重要な役割を果たしているが、句の余韻も示唆している。切れ字は一句に停頓を入れ
るのみならず、句意と深く関わり、同時に余韻を導き出す役割を備えている。従って、翻
訳においては、これらの感嘆語の翻訳に対しても十分に吟味する必要がある。本論では、
語気助詞、例えば「焉」、「哉」、「兮」などの深意や詩における役割について分析したうえ、
切れ字の訳し方を考えた。 
最後に、芭蕉発句における季語と俳言の中国語訳について述べた。物事の本質を洞察し
た上で自分の洒落の心持、滑稽諧謔の面白みなどを文字、言葉で表出するのは俳諧である。
そういった中、欠くことのできない要素、時として一句の基調を決定する季語、俳言への
把握、運用がとりわけ大事にされている。伝統性を受け継ぎながら飛び越し、季語の本意
を生かし、卑俗な表現を用いながら闊達な活力を表出しするのは蕉風俳諧の滑稽性の核心
である。翻訳の段階においては、発句の根底ともなる季語の本意や滑稽性をどのように取
り扱うべきかも肝心である。そこで、筆者は四言詩に多く用いられる畳語や四言詩の表現
手法を通して季語と俳言の翻訳を検討した。四言詩の表現手法、いわゆる「賦」、「興」を
用い、その句を中国語に翻訳すると、原句の意味内容を拡大させること無く、リズム感を
保ちながら、原句の内容を忠実に再現するができると考える。また、「畳語」の働きを借
りて俳言の深意を暗示することも考えられる。 
本論文では詩歌翻訳理論、芭蕉発句の特徴及び芭蕉表現の斬新さなどを検討し、その上、
従来の翻訳の、優れている点と足りない点を捉え、既存の芭蕉発句の中国語訳について検
討を行いながら、音韻、季語、切れ字や俳諧性などの面から四言詩の形で芭蕉発句の翻訳
を試みようと考えた。本論では四言詩形での翻訳理念を提示したが、発句を訳す際、この
ような形を取らなければならないというのではなく、日本文化、特に俳諧の魅力をより深
く、より正確に中国人に伝えるのが本論文の根本的な目的である。 
 
 
 
